
(57)【要約】

【課題】電流／電圧変換器の飽和を防止することが可能

なリミッタ回路を提供する。

【解決手段】フォトダイオード１７０に過大光が入射し

、当該フォトダイオード１７０の出力電流ＩＰ Ｄ が増加

して、差動増幅器１５０の出力端子の電位が電源１３０

の電位Ｖ１ になった場合には、ｎｐｎトランジスタ１２

０のエミッタの電位は、電源１３０の電位Ｖ１ からベー

ス－エミッタ間の電圧を差し引いた値にまで低下する。

このため、ｎｐｎトランジスタ１２０は導通し、コレク

タ電流ＩＤ ２ が流れ、抵抗素子１５２を流れる電流ＩＤ

１ は、フォトダイオード１７０が出力する電流ＩＰ Ｄ か

らｎｐｎトランジスタ１２０のコレクタ電流ＩＤ ２ を差

し引いた値に維持される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
入 力 電 流 に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出 力 す る 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 が 飽 和 す る こ と を 防 止 す る リ ミ
ッ タ 回 路 に お い て 、
ベ ー ス が 前 記 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ る 第 １ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ と 、
ベ ー ス が 電 源 に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が 前 記 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 入 力 端 子 に 接 続 さ れ る 第 ２
の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 同 士 を 接 続 す る 抵 抗 素 子 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る リ ミ ッ タ 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の リ ミ ッ タ 回 路 に お い て 、
前 記 入 力 電 流 は 、 光 が 入 射 さ れ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド か ら 入 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る リ ミ
ッ タ 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の リ ミ ッ タ 回 路 に お い て 、
前 記 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 は 、 差 動 増 幅 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る リ ミ ッ タ 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 入 力 電 流 、 特 に フ ォ ト ダ イ オ ー ド か ら の 入 力 電 流 に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出 力 す
る 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 が 飽 和 す る こ と を 防 止 す る リ ミ ッ タ 回 路 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
光 ピ ッ ク ア ッ プ 用 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 備 え た 集 積 回 路 （ Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ ） は 、 コ ン パ ク ト デ ィ
ス ク 等 に 光 を 照 射 し 、 反 射 光 を 検 出 す る こ と に よ り 、 当 該 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 等 に 記 録 さ
れ た 信 号 を 読 み 取 る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ２ は 、 従 来 の Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ の 回 路 図 で あ る 。 同 図 に 示 す Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ は 、 ２ 段 の 差 動 増 幅 器 ２ １
０ 、 ２ ２ ０ を 備 え る 。 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ に 光 が 入 射
し た と き に 、 当 該 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出 力
す る 電 流 ／ 電 圧 変 換 ア ン プ （ Ｉ － Ｖ ア ン プ ） で あ る 。 こ の 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ は 、 逆 相 入 力
端 子 が フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ の ア ノ ー ド に 接 続 さ れ 、 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と が 抵 抗
素 子 ２ １ ２ に よ っ て 接 続 さ れ る と と も に 、 正 相 入 力 端 子 が 抵 抗 素 子 ２ １ ４ を 介 し て 電 位 Ｖ

ｃ の 端 子 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
２ 段 目 の 差 動 増 幅 器 ２ ２ ０ は 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 圧 の 信 号 を 増
幅 す る 電 圧 増 幅 器 で あ る 。 こ の 差 動 増 幅 器 ２ ２ ０ は 、 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と の 間 が 抵
抗 素 子 ２ ２ ２ に よ っ て 接 続 さ れ 、 正 相 入 力 端 子 が 抵 抗 素 子 ２ ２ ４ を 介 し て 電 位 Ｖ ｃ の 端 子
に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ の 出 力 端 子 と ２ 段 目 の 差 動 増 幅 器 ２ ２ ０
の 逆 相 入 力 端 子 と が 抵 抗 素 子 ２ ４ ０ に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 述 し た 従 来 の Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ に お い て 、 ノ イ ズ 特 性 は 重 要 な 項 目 で あ る 。 こ の ア ン
プ の ノ イ ズ 特 性 は 以 下 の よ う に し て 決 ま る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
Ｖ ｎ ＝ （ Ｉ － Ｖ ア ン プ ノ イ ズ ） × （ ２ 段 目 ア ン プ ゲ イ ン ）
つ ま り 、 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ の ノ イ ズ が ゲ イ ン 倍 さ れ る こ と に な る 。 ノ イ ズ 特 性 を 向 上 さ せ
る た め に は 、 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ の 抵 抗 値 を 上 げ 、 差 動 増 幅 器 ２ ２ ０ の ゲ イ ン を 下 げ る 方 法
が 考 え ら れ る 。 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ の 変 換 抵 抗 が 持 つ ノ イ ズ よ り 、 差 動 増 幅 器 ２ ２ ０ の ゲ イ
ン の 方 が 直 接 に 働 く た め で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 抵 抗 素 子 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 抵 抗 値 を 上 げ る 方 法 で は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ に
過 大 光 が 入 射 す る と 、 当 該 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 が 増 加 し 、 差 動 増
幅 器 ２ １ ０ の 出 力 端 子 に お け る 電 位 （ 図 ２ の 点 Ａ に お け る 電 位 ） が 低 下 す る 。 こ の た め 、
差 動 増 幅 器 ２ １ ０ の 出 力 電 流 源 の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の Ｖ ｃ ｅ が 低 下 し 、 飽 和 す る こ と に
よ る 動 作 不 良 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
例 え ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ の 感 度 が ０ ． ２ μ ／ Ｗ 、 Ｉ － Ｖ ア ン プ 抵 抗 が １ ２ ０ ｋ Ω
の 場 合 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ２ ３ ０ に １ ０ ０ μ Ｗ の 光 が 入 射 さ れ る と 、 ２ ０ μ Ａ の 電 流 が 流
れ る 。 差 動 増 幅 器 ２ １ ０ は 、 Ｖ ｃ （ ２ ． ５ Ｖ ） 基 準 の 反 転 ア ン プ で あ る た め 、 出 力 は 以 下
の よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
Ｖ ｏ ｕ ｔ ＝ ２ ． ５ Ｖ － １ ２ ０ ｋ Ω × ２ ０ μ Ａ ＝ ０ ． １ Ｖ
上 記 の 電 圧 で は 、 出 力 電 流 源 の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ は 飽 和 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 飽 和 を 防
止 す る こ と が 可 能 な リ ミ ッ タ 回 路 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 入 力 電 流 に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出
力 す る 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 が 飽 和 す る こ と を 防 止 す る リ ミ ッ タ 回 路 に お い て 、 ベ ー ス が 前 記
電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ る 第 １ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ と 、 ベ ー ス が 電 源 に
接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が 前 記 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 入 力 端 子 に 接 続 さ れ る 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン
ジ ス タ と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の エ ミ ッ タ 同 士 を 接 続 す る 抵 抗 素 子 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の リ ミ ッ タ 回 路 に お い て 、 前 記 入 力 電 流
は 、 光 が 入 射 さ れ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド か ら 入 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の リ ミ ッ タ 回 路 に お い て 、 前 記 電
流 ／ 電 圧 変 換 器 は 、 差 動 増 幅 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
電 流 ／ 電 圧 変 換 器 に 入 力 さ れ る 電 流 が 大 き い 場 合 に は 、 当 該 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子
の 電 位 が 低 下 す る 。 し か し 、 本 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に 接 続
さ れ た 電 源 の 電 位 を 適 切 な 値 に 設 定 し さ え す れ ば 、 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子 の 電 位 が
低 下 し た と き に 、 入 力 電 流 の 一 部 を 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ へ 分 流 す る こ と
に よ り 、 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子 の 電 位 が 低 下 す る こ と を 防 止 し 、 当 該 電 流 ／ 電 圧 変
換 器 の 飽 和 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係
る リ ミ ッ タ 回 路 を 用 い た Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ の 回 路 図 で あ る 。 同 図 に 示 す Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ は 、 例 え ば 、 コ ン
パ ク ト デ ィ ス ク 等 に 光 を 照 射 し 、 反 射 光 を 検 出 す る こ と に よ り 、 当 該 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク
等 に 記 録 さ れ た 信 号 を 読 み 取 る た め に 用 い ら れ る 。 こ の Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ は 、 リ ミ ッ タ 回 路 １ ０ ０
、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ 、 抵 抗 素 子 １ ５ ２ 、 １ ５ ４ 、 ２ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ６ ０ 、 抵
抗 素 子 １ ６ ２ 、 １ ６ ４ 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ 、 抵 抗 素 子 １ ８ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
１ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 光 が 入 射 し た と き に 、 当 該 フ ォ
ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ に 応 じ た 電 圧 の 信 号 を 出 力 す る 電 流 ／ 電 圧
変 換 ア ン プ （ Ｉ － Ｖ ア ン プ ） で あ る 。 こ の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ は 、 逆 相 入 力 端 子 が フ ォ ト ダ
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イ オ ー ド １ ７ ０ の ア ノ ー ド に 接 続 さ れ 、 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と が 抵 抗 素 子 １ ５ ２ に よ
っ て 接 続 さ れ る と と も に 、 正 相 入 力 端 子 が 抵 抗 素 子 １ ５ ４ を 介 し て 電 位 Ｖ ｃ の 端 子 に 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
２ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ６ ０ は 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 圧 の 信 号 を 増
幅 す る 電 圧 増 幅 器 で あ る 。 こ の 差 動 増 幅 器 １ ６ ０ は 、 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と の 間 が 抵
抗 素 子 １ ６ ２ に よ っ て 接 続 さ れ 、 正 相 入 力 端 子 が 抵 抗 素 子 １ ６ ４ を 介 し て 電 位 Ｖ ｃ の 端 子
に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 と ２ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ６ ０
の 逆 相 入 力 端 子 と が 抵 抗 素 子 １ ８ ０ に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
リ ミ ッ タ 回 路 １ ０ ０ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 過 大 光 が 入 射 し た 場 合 に 、 電 流 ク ラ ン
プ を 行 う 。 こ れ に よ り 出 力 電 流 源 の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の 飽 和 が 防 止 さ れ る 。 こ の リ ミ ッ
タ 回 路 １ ０ ０ は 、 ２ つ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ 、 １ ２ ０ 、 電 源 １ ３ ０ 、 抵 抗 素 子 １ ４
０ 、 ２ つ の 変 圧 器 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ を 備 え る 。 な お 、 ２ つ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ 、 １
２ ０ は 、 同 一 の 仕 様 の も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ は 、 ベ ー ス が １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ
、 コ レ ク タ が 電 位 Ｖ ｃ ｃ の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 更 に 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の エ ミ ッ
タ は 、 変 圧 器 １ ４ ２ の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 こ の 変 圧 器 １ ４ ２ は 、 他 方 の 端 子 が 接 地
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０ は 、 ベ ー ス が 電 位 Ｖ １ の 電 源 １ ３ ０ に 接 続 さ れ 、 コ レ ク タ が １
段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 逆 相 入 力 端 子 に 接 続 さ れ る 。 更 に 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０
の エ ミ ッ タ は 、 変 圧 器 １ ４ ４ の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ る 。 こ の 変 圧 器 １ ４ ４ は 、 他 方 の 端
子 が 接 地 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ 及 び １ ２ ０ の エ ミ ッ タ 同 士 が 抵 抗 素 子 １ ４ ０ に よ り 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ １ は 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 電 流 源 の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ
が 飽 和 に 入 ら な い 値 （ 飽 和 が 防 止 さ れ る 電 圧 ０ ． ８ ～ １ Ｖ 程 度 ） に 設 定 さ れ る 。 こ れ に よ
り 、 リ ミ ッ タ 回 路 １ ０ ０ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 過 大 光 が 入 射 し た 場 合 に も 、 １ 段
目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 の 電 位 を 当 該 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ が 飽 和 し な い よ う な 電 位
に 維 持 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 以 下 の 動 作 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 過 大 光 が 入 射 し て い な い 通 常 の 動 作 時 に お い て は 、 １ 段 目 の 差
動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 の 電 位 （ 図 １ の Ａ の 電 位 ） は 、 電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ １ よ り も 高
く な る 。 こ の た め 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０ の エ ミ ッ タ の 電 位 は 、 電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ

１ か ら ベ ー ス － エ ミ ッ タ 間 の 電 圧 を 差 し 引 い た 値 よ り 高 く な り 、 当 該 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ
１ ２ ０ に は 、 コ レ ク タ 電 流 が 流 れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 っ て 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ は 全 て １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １
５ ０ の 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と を 接 続 す る 抵 抗 素 子 １ ５ ２ を 流 れ る 電 流 Ｉ Ｄ １ と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 入 射 す る 光 の エ ネ ル ギ ー が 増 加 す る と 、 当 該 フ ォ ト ダ イ オ ー ド
１ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ が 大 き く な り 、 そ れ に 伴 っ て 電 流 Ｉ Ｄ １ が 大 き く な る 。
こ の た め 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 の 電 位 は 低 下 す る 。 但 し 、 電 源 １ ３ ０ の
電 位 Ｖ １ よ り も 高 け れ ば 、 当 該 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ は 通 常 の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
一 方 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ に 過 大 光 が 入 射 し 、 当 該 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ か ら 出 力
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さ れ る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ が 増 加 す る こ と に よ り 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 の 電 位 （
図 １ の Ａ の 電 位 ） が 電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ １ に な っ た 場 合 に は 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０
の エ ミ ッ タ の 電 位 は 、 電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ １ か ら ベ ー ス － エ ミ ッ タ 間 の 電 圧 を 差 し 引 い た
値 に ま で 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の た め 、 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ０ は 導 通 し 、 コ レ ク タ 電 流 Ｉ Ｄ ２ が 流 れ る 。 こ の コ レ
ク タ 電 流 Ｉ Ｄ ２ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ の 一 部 を 分 流 し た
も の で あ り 、 変 圧 器 １ ４ ２ 及 び １ ４ ３ を 流 れ る 電 流 Ｉ １ 、 Ｉ ２ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
従 っ て 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 逆 相 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と を 接 続 す る 抵 抗 素 子 １ ５
２ を 流 れ る 電 流 Ｉ Ｄ １ は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド １ ７ ０ が 出 力 す る 電 流 Ｉ Ｐ Ｄ か ら ｎ ｐ ｎ ト ラ
ン ジ ス タ １ ２ ０ の コ レ ク タ 電 流 Ｉ Ｄ ２ （ 電 流 Ｉ １ 、 Ｉ ２ ） を 差 し 引 い た 値 に 維 持 さ れ る 。
こ の た め 、 １ 段 目 の 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 出 力 端 子 の 電 位 が 電 源 １ ３ ０ の 電 位 Ｖ １ よ り 低 下
せ ず 、 当 該 差 動 増 幅 器 １ ５ ０ の 飽 和 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス に 接 続 さ れ た 電 源 の 電 位 を 適 切 な 値
に 設 定 し さ え す れ ば 、 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 出 力 端 子 の 電 位 が 低 下 し た と き に 、 入 力 電 流 の
一 部 を 第 ２ の ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ の コ レ ク タ へ 分 流 す る こ と に よ り 、 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の
出 力 端 子 の 電 位 が 低 下 す る こ と を 防 止 し 、 当 該 電 流 ／ 電 圧 変 換 器 の 飽 和 を 防 止 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ の 回 路 図 で あ る
【 図 ２ 】 従 来 の Ｐ Ｄ Ｉ Ｃ の 回 路 図 で あ る
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 リ ミ ッ タ 回 路
１ １ ０ 、 １ ２ ０ 　 ｎ ｐ ｎ ト ラ ン ジ ス タ
１ ３ ０ 　 電 源
１ ４ ０ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ４ 、 １ ６ ２ 、 １ ６ ４ 、 １ ８ ０ 　 抵 抗 素 子
１ ４ ２ 、 １ ４ ４ 　 変 圧 器
１ ５ ０ 、 １ ６ ０ 　 差 動 増 幅 器
１ ７ ０ 　 フ ォ ト ダ イ オ ー ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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